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1.　従来 ナイロ ンの染色には，酸性染料，分散染料が

一般 に使用 されてきたが，色相，染色堅ろ う度の点から

見る と必ずしも満足すべきものではない。し かし反 応染

料，特にナイロン用の反応染料 が出現し，そ の染色堅ろ

う度は，か なり高度なも のであるとの報告がある。そこ

でナイロン布に対 する酸性染料，分散染料，反応染料の

染色性 と共に染色堅ろ う度の点から検討し てみた。

2.　ナイロン布を酸性染料， 分散染料(:Dispersol),

反 応染料(:Procion お よびProcinyl) それ ぞれ ３種ず

っ を用い学振型標準染色容器を用い て染色し た。なお酸

性染 料,   Procion 染料による試染布は タンニ ン酸にて媒

染し， これらの染色試 布を用い て， 洗たく，日光， 有機

溶剤，昇華度， ホ ットプレ ッシ ング試験をJ  I S 規格に

も とずいて 行なった。

3.　上記 ４種の染料を堅ろ う度の点 から比較する と，

洗たく，日光，昇華度 においてProcinyl 染料が最もす

ぐれ, また有機溶剤, 昇華度, ホ ットプレ ッシング試験に

は分散染料 の 堅ろ う度 が 特 に 低い のが 目立っ た。 Pro-

cinyl染料の染色堅ろ う度がいずれ の点か らも高いのは，

ナイロンの- ＮＨ２基 または-ＮＨＣＯ 基 と染料の反 応基が

化 学的 に反 応し てい るためと思われる。 また染色法も容

易で，し かも分散染料の ように均染吐が得られ， そ の色

相は極めて鮮明であるこ とが分った。


